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委員等から部会に提出された意見書

（今後の沖縄振興の基本的考え方）





（
別

紙
 ２

－
１

）

提
出

先
の

部
会

 ：
　

総
合

部
会

氏
名

：
　

仲
宗

根
　

君
枝

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
　
総
合
　
部
会
　
　
　
　

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
１

章
P

6
　

1
7
行

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

の
特

徴
は

、
豊

か
な

自
然

環
境

の
も

と
医

療
や

福
祉

、
保

健
が

充
実

し
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

安
全

で
安

心
に

生
活

で
き

る
「
潤

い
と

活
力

を
も

た
ら

す
沖

縄
ら

し
い

優
し

い
社

会
の

構
築

」
と

、
沖

縄
は

も
と

よ
り

日
本

全
体

が
ア

ジ
ア

の
活

力
を

取
り

入
れ

る
橋

頭
堡

と
な

る
こ

と
等

を
目

指
す

「
日

本
と

世
界

の
架

け
橋

と
な

る
強

く
し

な
や

か
な

自
立

型
経

済
の

構
築

」
を

施
策

展
開

の
基

軸
と

し
て

掲
げ

、
こ

れ
ら

２
つ

の
基

軸
の

好
循

環
に

よ
っ

て
沖

縄
の

自
立

的
・
持

続
的

発
展

を
図

る
こ

と
と

し
た

。

ビ
ジ

ョ
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画
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か
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然
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境

の
も

と
医
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福
祉
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充
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子
ど
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安
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社

会
の

構
築

」
と

、
沖

縄
は
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よ
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日
本

全
体

が
ア

ジ
ア
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活
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取
り

入
れ

る
 橋

頭
 堡

拠
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な

る
こ
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を
目
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な
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」
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し
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っ
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沖

縄
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立
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・
持

続
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発
展
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図

る
こ

と
と

し
た

。

橋
頭

堡
と

い
う

言
葉

は
あ

ま
り

聞
か

な
い

、
難

解
な

用
語

と
思

う
。

 拠
点

で
通

用
す

る
の

な
ら

、
用

語
を

統
一

す
る

た
め

に
も

拠
点

で
良

い
の

で
は

。

2
１
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1
3
　

1
6
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中
国

が
世

界
第

二
の

経
済

大
国

と
な

り
、

中
国

と
台

湾
と

の
関

係
、

北
朝

鮮
の

非
核

化
の

問
題

な
ど

東
ア

ジ
ア

の
動

向
は

世
界

中
か

ら
注

目
さ

れ
て

い
る

。
こ

う
し

た
状

況
下

に
お

い
て

、
地

理
的

特
性

や
沖

縄
の

「
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
」
を

生
か

し
て

、
本

県
が

ど
の

よ
う

な
役

割
を

担
っ

て
い

け
る

の
か

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

 中
国

が
世

界
第

二
の

経
済

大
国

と
な

り
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中
国

と
台

湾
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世
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よ

う
な

役
割

を
担

っ
て

い
け

 る
の

か
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

削
除

。
難

解
な

政
治

的
案

件
。

沖
縄

の
役

割
は

、
あ

り
え

な
い

話
で

あ
り

、
現

実
的

で
な

い
思

う
。
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の
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ら
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、
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等
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の
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に
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ざ

し
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互
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で
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と
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果
　

（
案
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【
原

文
の

と
お

り
】

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

、
「
（
４

）
２

１
世

紀
「
万

国
津

梁
」
実

現
の

基
盤

づ
く
り

」
（
P

1
7
、

上
か

ら
４

行
目

）
に

お
い

て
、

「
ア

ジ
ア

の
経

済
成

長
と

活
力

を
取

り
込

む
橋

頭
堡

を
築

き
、

我
が

国
及

び
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

の
発

展
と

連
動

し
た

2
1
世

紀
の

『
万

国
津

梁
』
を

実
現

す
る

た
め

、
那

覇
空

港
、

那
覇

港
な

ど
国

際
的

な
交

通
・
物

流
の

拠
点

と
な

る
イ

ン
フ

ラ
を

重
点

的
に

整
備

す
る

」
と

位
置

づ
け

て
い

る
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
し

た
い

。
委

員
意

見
に

つ
い

て
は

、
次

期
計

画
策

定
時

に
お

い
て

検
討

す
る

。

※
第

３
回

総
合

部
会

に
お

い
て

、
審

議
済

み
で

あ
る

た
め

、
第

３
回

総
合

部
会

審
議

結
果

（
案

）
の

と
お

り
対

応
し

た
い

。
※

N
o
4
第

３
回

総
合

部
会

審
議

結
果

（
案

）
参

照

【
原

文
の

と
お

り
】

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

、
基

本
的

指
針

の
（
２

）
交

流
（
P

1
0
）
に

お
い

て
、

「
地

球
規

模
で

人
・

モ
ノ

・
資

金
・
情

報
等

が
行

き
交

う
現

代
に

あ
っ

て
、

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

等
の

沖
縄

の
持

つ
特

性
は

、
諸

外
国

・
地

域
と

の
経

済
、

学
術

、
文

化
、

ス
ポ

ー
ツ

等
の

分
野

で
交

流
と

連
携

を
深

め
な

が
ら

、
と

も
に

発
展

し
て

い
く
と

い
う
取

組
の

中
で

こ
そ

発
揮

さ
れ

ま
す

。
特

に
、

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

と
の

間
に

お
い

て
、

伝
統

芸
能

、
農

業
技

術
、

環
境

技
術

な
ど

、
文

化
や

経
済

産
業

分
野

に
わ

た
る

多
面

的
な

交
流

・
協

力
関

係
を

築
き

、
こ

れ
を

強
化

し
て

い
く
こ

と
は

、
沖

縄
が

我
が

国
と

同
地

域
と

の
新

た
な

時
代

に
お

け
る

交
流

拠
点

と
な

る
意

義
を

有
し

、
ひ

い
て

は
、

東
ア

ジ
ア

全
体

の
平

和
と

繁
栄

に
寄

与
す

る
意

義
を

持
つ

も
の

で
す

。
」
と

位
置

づ
け

て
お

り
、

本
県

の
役

割
は

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。
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「
ユ

イ
マ

ー
ル

」
等

の
 沖

縄
の

 心
に

根
ざ

し
た

相
互

扶
助

の
精

神
は

、

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
の

定
義

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
「
沖

縄
の

心
」
が

多
用

さ
れ

て
お

り
、

整
合

性
が

図
れ

て
い

な
い

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
表

現
の

整
理

の
た

め
、

「
沖

縄
の

心
に

根
ざ

し
た

」
の

表
記

は
削

除
す

る
。

第
３

回
総

合
部

会
審

議
結

果

（
案

）
抜

粋
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沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等

総点検報告書（素案）に対する意見書

環境部会専門委員 中村 崇

１ 国際的に沖縄県の活動を認知してもらうために、国連が定

めているSDGsの目標に対応して取組や成果を整理することが

重要である。

海外では、SDGsの活動と絡めて活動実績等をアピールする

ことが多く、国外へ沖縄県の取組を発信するためには、同様

の方法で情報発信に努める必要がある。

（別紙２－３）
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